
OPECプラス増産観測で一時60ドル割れ
NY原油先物相場は、1バレル=60ドル台前半でやや上値の重い展開になった。石油輸出国機構

（OPEC）プラス8ヵ国の7月減産縮小（＝増産）を織り込む動きが優勢になり、一時60ドルを割り込む

場面も見られた。5月と6月は日量41万1,000バレルの減産縮小が合意されたが、7月についても同規模

の減産縮小が行われるとの見方が優勢だった。5月30日には減産縮小規模を拡大するとの複数の報道も

あり、5月8日以来の安値を更新した。OPECプラスは28日に閣僚級会合を開催したが、2026年にかけ

て協調減産体制を維持する方針を確認したことはポジティブ。通商環境の評価は大きく揺れ動いたが、

原油相場に対する影響は限定された。

OPECプラス8ヵ国は、当初6月1日に予定されていた協議を5月31日に前倒しで行い、7月に日量41万

1,000バレルの減産縮小を合意した。カザフスタンが減産合意の履行を拒否しているため、サウジアラ

ビアなどが減産縮小加速を主導するとの見方もあったが、5月と6月と同ペースの減産縮小が合意された。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（5月23日時点）は、原油が前週比280万バレル減、ガ

ソリンが244万バレル減、石油精製品が42万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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需給緩和見通しが維持される、米中経済指標にも注目
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【展望】

需給緩和見通しからじり安の展開が続きやすい。5月31日に

石油輸出国機構（OPEC）プラスが合意した減産縮小幅は日

量41万1,000バレルとなり、事前により大規模な動きも一部

織り込まれていたため、週明け直後はショートカバー（買い

戻し）が膨らむ可能性がある。しかし、いずれにしても3ヵ

月連続で大規模な供給増が進む見通しに変化は見られず、改

めて原油相場を大きく押し上げるのは難しい状況が続く見通

し。需給緩和見通しから、60ドル割れの攻防が続く可能性が

高い。

通商環境は先行き不透明感の強さが目立つ。米国際貿易裁判

所は、トランプ米政権の高関税政策の大部分について憲法違

反として差し止め判断を下したが、その後は連邦高裁がその

差止判断を停止させるなど、混乱状態が続いている。ただし、

いずれにしてもトランプ政権の高関税政策に大きな変化は生

じないとの見方はネガティブ。月初のため米中経済指標の発

表が集中するため、景気リスクの織り込みがみられた際にも、

下値不安が強まる。ドライブシーズンで季節的な需要拡大期

待もあるが、影響は限定されよう。

米石油リグ稼働数が減少傾向を強めていることはポジティブ。

過去5週で22基減の461基となっている。生産性の向上が進

んでいるため、直ちに大規模な減産が想定される訳ではない

が、少なくとも増産規模の縮小圧力が強まりやすい環境はネ

ガティブ。

一方、上昇リスクはイラン情勢が引き続き注目される。米国

とイランの核協議は難航しながらも継続中だが、イスラエル

がイラン核施設を攻撃するとの観測もあり、突発的な上昇リ

スクとして注意は必要。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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